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同定された(2)。Usp46 異常マウスは CS といくつかの行動異常が共通するが(3)、概日リ
ズムとの関係性は未だ検討されていない。そこで本研究では、C57BL/6J（B6）を遺伝的
背景に持つ Usp46 KO(以下 KO)マウス(3)について、①概日リズムの各種パラメータ、②
光による位相反応、③嗜好餌呈示による概日リズムへの影響を B6 と比較した。また、
④KO の Usp46 の第１exon 下流に挿入されたトラップベクター由来の lacZ( β-
















ず、明暗条件(LD 14：10)で明期中央の嗜好餌提示には先行研究にある CS と似た活動
増加(6)が呈された。しかし嗜好餌提示の中止に伴う恒暗条件の移行で、視交叉上核に制
御される活動への影響は見られず、食事による同調の面で CS とは異なる結果を示した。
④KO の脳内の探索では、β-gal 活性が脳内の広い領域に見られ、Usp46 が広く影響を及
ぼす可能性が示唆されたが、SCN の β-gal 活性は小さかった。以上の結果より Usp46 KO
は概日リズムにおいて CS のような特徴は示さないが、Usp46 の異常自体は概日リズム
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